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［背景・ねらい］ 

 ウンシュウミカンにおいては長年のリン酸肥料や有機物等の施用により、土壌中に過剰

に蓄積している園地も多い。一方で、肥料等資材のコストが高騰しており、農家経営を圧

迫する要因の一つとなっている。 

そこで、リン酸やカリウムが蓄積した土壌における施肥量の削減が土壌や樹体中の成分

含量、収量等に及ぼす影響を調査し、施肥改善に向けた資料とする。 

 

［成果の内容］ 

１．リン酸やカリウムが 100 ㎎/100g 以上蓄積した土壌に植栽されたウンシュウミカンにお

いて、リン酸、カリウムを無施用としても 5 年間は標準の施肥量の場合と同等の収量が

得られる。（図１）。 

２．果実品質はリン酸・カリウムを削減しても標準施肥と明確な差は見られない。（表１）。 

３．土壌中の可給態リン酸含量（トルオーグリン酸）は施肥量を削減後も標準施肥と同等

で推移しており、大きな差は見られない。また、カリウムも同様に標準施肥と大きな差

は見られない（表２）。 

４．葉中のリン酸、カリウムの濃度は、施肥量を削減しても標準施肥と同程度で推移し、

明確な差は見られない（表３、４）。 

 

［成果の活用・留意点］ 

１．佐賀県小城市小城町で、花崗岩質土壌と安山岩質土壌を混合した土壌条件で高うね栽

培された上野早生（2010 年に４年生）を用いて得られた試験結果である。 

２．標準施肥区の施肥量（㎏／10ａ）はＮ：Ｐ：Ｋ＝26：14：14 とし、硫安、過リン酸石

灰、塩化カリを用いて実施した。また、減肥区はＮ＝26 ㎏／10ａで、硫安を用いた。 

３．土壌分析を実施し、肥料成分が蓄積された土壌において活用できる。 

４．定期的に土壌分析を実施し、土壌中の可給態リン酸、交換性カリウムの蓄積状況を把

握する。 

ウンシュウミカンにおけるリン酸・カリウムの蓄積土壌での施肥削減 

［要約］土壌中に可給態リン酸が 100 ㎎/100g 以上、交換性カリウムが 100 ㎎/100g 以上蓄

積した条件では、リン酸、カリウムを無施用としても 5 年間は標準施肥と同等の収量、品

質が得られる。また、土壌中の可給態リン酸（トルオーグリン酸）や交換性カリウム、葉

中のリン、カリウム含量も同様に標準施肥と大きな差は認められない。 
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